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公益社団法人東山梨地区広域シルバー人材センター定時総会報告

令和6(2024)年5月28日(火)午後1時30分

甲州市民文化会館第二研修室

冒璽鈴木幹夫理事長は｢新型コロナウイルス感染症も

5類になり日常生活が平時に戻ってきた。5月だが今年は

夏を先取りした暑い日もある｡会員の皆様には体調の管理

にご留意していただきたい｡本センターにおいても会員の

みなさまが長年培ってきた知識を活かし地域の信頼を得

ながら多様なニーズに答えるためのシルバー事業の推進

していただいている｡少子高齢化力唯み労働力人口が減少

するなかで高齢となっても元気で働ける意欲のある高齢
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者が社会に貢献することで生涯現役社会実現向けてこのシルバー事業は益々重要であるので、よろしくお願い

したい｡」とあいさつを述べた。

続いて､センターの会員として在籍15年以上の13名の会員

のうち、出席した2名の会員へ表彰状を授与し､役員を退いた

会員への表彰状感謝状贈呈者の3名を紹介し、記念撮影を行

った。

次に､石川実

塩山公共職業安

定所長をはじめ

総勢5名のご来

令和癌年度定時鵬

賓のうち、3名のご来寶から祈鮮をいただい

た。

初めに石川所長は「山梨県内の雇用情勢は10カ月遅続で1.2

倍の水準を保ち、コロナ禍から雇用情勢は改善が進んでいると
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見ている。令和5年度の山梨県内のハローワークの求職者に占める55歳以上の高齢者の割合は36％である。

またハローワーク塩山管内では昨年度の55歳以上の求職副楮の割合は38.2％であり、山梨県平均よりも高

く、さらに60歳以上の求職者の割合は29％でハローワーク塩山の求職者の約3割は60歳以上である。経済

社会の活力を維持には、豊富な経験や知識を有する高齢者力端望や特性に応じて年齢にかかわりなく活躍でき

る社会を築くことが重要な課題でありシルバー人材センター事業は地域高齢者の多様な職業機会を確保して高

齢者が生涯現役で社会参加するための支援､人材不足分野において高年齢者が活躍できる環境を整えるという

視点から、今後ますます重要な役割を担われるものと確信している｡」との祝辞を頂いた。



次に古屋雅夫県議から「山梨県の高齢者福祉基礎調査に

よると令和5年4月1日現在の65歳以上の高齢者人口は約

253,000人。山梨県の総人口力約808,300人なので31.3%と

なる。現在東山梨也区の甲州市と山梨市の65歳以上の高齢

者人口は約35％前後だと思う。少子高紺上の一方､人生100

年時代を迎え誰もが生きがいを感じ元気に活躍する社会の

実現のため高噛緒が人生の経験で培ってきた能力を生かし

就労の担い手となって地域を支えていくことが不可欠あり、
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この点からシルバー人材センターの果たす役割はますます重要だと認識している。働くことを通じて得たご自

身の生きがいやりがいを活かし地域発展や事業の活動推進にご尽力を心からお願いする｡」とのお祝いの言葉

を頂いた。

である。本日は誠におめでとうございます6」との祝辞を頂いた。

続いて、来賓の飯島力男県議､平塚|吾甲州市議会議長のご紹介を行い、来賓は退席された。

議事では、出席会員21名、委任

状参加254名合計277名で全会員数

397名の過半数となり、定款に定め

る過半数の出席者数で本定時総会

が有効に成立。

鈴木理事長の議長で議事を進行

し、事務局から議案2件､報告6件
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提案し、全会一致で可決承認された。

総会を暫時休憩し別室で行った第二回理事会においての

役員改選では､理事長に鈴木幹夫甲州市長､副理事長に高木

晴雄山梨市長常務理事に小柿受夫事務局長を選任した。

結びに､高木徹惟副理事長から「シルバー人材センターの

果たす役割は大きいという来賓のごあいさつを頂いたがま

さにそのとおり｡会員の皆様も体にご自愛いたたき元気にご

活躍していただきたいと思う。また7月には山梨事務所が夢
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わ－く山梨に移転する。仕事がしやすく皆さんが集いやすい状況となりそういった環境整備も整えていきたい

と思っているのでよろしくお願いしたい｡今後も本センターの発展と皆様のご健康を心から祈念する｡」との閉

会のことばで総会を締めくくった。以上

議事の様子

鈴木議長の議事
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